


天台宗人権啓発公開講座２０２５ 

開催趣意 
 
　天台宗では、宗祖伝教大師のみ教えにもとづき、社会に対してあらゆる差

別の解消と人権啓発を進めるため、天台宗内はもとより、一般参加を受け入

れる、天台宗人権啓発公開講座として広く参加を呼びかけています。 

　また、「部落差別問題」「ハンセン病差別問題」「いのちの問題」を天台宗

人権啓発３本の柱として掲げ、重点課題とし学習に取り組んでおります。 

　インターネットやＳＮＳを悪用した部落差別の悪化・深刻化が進む中、 

爆発的に拡散され続けるデマや偏見。「部落地名総鑑」がネット上に公開さ

れ、部落と部落出身者を「暴き」「晒し」続ける差別扇動が起きています。 

  無知・無理解・無関心な人ほど、デマ・偏見を鵜呑みにし、差別情報を無

自覚に拡散しています。部落差別の「いま」、ネット対策、人権教育の重要

性について考えます。 

　本年度の天台宗人権啓発公開講座は、講師に一般社団法人山口県人権啓発

センター事務局長の川口泰司さんを迎え、「ネット人権侵害と部落差別の現

実～『寝た子』はネットで起こされる!?～」と題し、ご講演をいただきます。 

　多くのご聴講をお待ちいたしております。 

 

　　　右の二次元コードから申込フォームへ　　　 
　　　　または下記申込書でFAXまたはメールでご連絡ください。 
　　　　　申込は11/20(木)迄 
 
 

                天台宗人権啓発公開講座２０２５　申込書 

ふりがな 申込人数

  
代表者氏名  

　　　　名 
電話番号

お問い合わせ先 
天台宗務庁社会部人権啓発課 
Fax：077-579-2516　E-mail：jinken@tendai.or.jp 

Fax：077-579-2516
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